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小学校算数科では，第４学年までに，数量の関係や法則を数の式やことばの式で簡潔に表したり，

式の意味を読んだりすることや，公式を用いることができるようになっている。また，第５学年で

は簡単な式で表されている関係について，その関係の見方や調べ方を学び，第６学年では数量を表

す言葉や□，△などの代わりに，aや xなどの文字を用いて式に表したり，文字に数を当てはめて調

べたりすることを学習している。 

 中学校数学科において第１学年では，数量の関係や法則などを，文字を用いて式に表したり，式

の意味を読み取ったり，文字を用いた式の計算をしたりして，文字を用いることのよさについて学

習する。指導に当たっては，小学校算数科における学習の状況に十分配慮し，例えば，数量の関係

や法則などを数や言葉の式，□，△などを用いた式に表してその意味を読み取ったり，数を当ては

めて調べたりする活動を行うなどして，文字のもつ一般性について丁寧に取り扱い，文字に対する

抵抗感を和らげながら漸次理解することができるようにする。 

 

 

 

＜誤答分析から＞ 

  「基礎・基本」定着状況調査の結果分析から，次のことが課題と考えられる。パターンを見つけ一

般的に考える問題は，全県的にも小学校の段階から課題が大きいと考えられる。また，具体的な数で

考えた場合は，問題の構造が見えにくいため，規則的に変化する部分や全体の構造に気付きにくく，

数量の関係を式に表すことができていない。 
  また，全国学力・学習状況調査の結果分析から，次のことが課題と考えられる。与えられた文字式

を具体的な事象と関連付けその意味を読み取ったり，読み取った内容を表現したりすることができて

いない。 
 

＜指導上の課題＞ 

  事象の中の数量の関係を見いだし，文字を用いた式で表現させたり，その意味を読み取らせたりす

る指導が十分とは言えない。 

 

 

 

 

（１）指導内容・指導方法について 

① 事象の中の数量の関係や法則などを見いだす場面では，いくつかの具体例で確かめさせ，数量の

関係を帰納的に見つけさせる。 

② 文字を用いた式に表す場面では，まず，数量の関係を具体的な数の式で表させ，次に文字を用い

た式で表させるというスモールステップで指導する。数の式で表させた際に，それぞれの数字のも

つ意味を考えさせる。 

③ 発表の場面では，文字を用いた式と具体的な数を関連付けながら，分かりやすく説明させたり，

お互いに自分の考えを表現し伝えあったりさせ，考え方を共有させる。 

中学校第１学年 数学科学習指導案 

単元名： 文字式 

単元について 

調査結果からみる課題 

指導改善のポイント 



 
（２）ことばの教育との関連 

  言語活動の充実を図る指導を通して，生徒につけたい力は次の通りである。 
□ 与えられた文字式に合う事象を考える場面 

  ・・・・・■必要な情報を整理し，意見を書く力 
□ 各グループでまとめた内容について発表する場面 

  ・・・・・■相手や目的に応じて，意見や理由を＜聞く・話す＞力 
 

 

 

 

数学への関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な表現・処理 
数量，図形などについての

知識・理解 

 文字や文字を用いた式を

活用して，性質や関係を見

いだしたりするなど，数学

的活動の楽しさや数学的に

考えることのよさに関心を

もち，意欲的に問題の解決

に活用しようとする。 

文字や文字を用いた式に

ついての基礎的な知識・技

能の活用を通して，数学的

な見方や考え方を身に付

け，事象を見通しをもち筋

道を立てて考えることがで

きる。 

文字を用いた式での表現

とその意味の読み取り，文

字を用いた式における乗

法，除法，一次式の加法，

減法ができる。 

一次式の意味や文字を用

いることの意義を理解して

いる。 

 

 

 

 

（１）全体計画（全 17 時間） 

次 学習内容（時数） 
評     価 

関 考 表 知 評 価 規 準 評価方法

一 

文字を使った式 
 
 
 
 
 

◎  
 
 
◎ 

  ・ 数量やその関係・法則を一般的に表現するために，文字を用

いて考えることの必要性やよさに関心をもち，文字を用いた式

で表したり，式の意味を読み取ったりしようとする。 
・ 事象の中にある数量やその関係・法則を文字を用いて表現し，

一般的に考えることができる。 

ノート 

行動観察

発表 

二 

文字式の表し方 
（４） 

  ◎  
 
○ 

・ 事象の中にある数量やその関係・法則を文字を用いて式に表

したり，式の意味を読み取ったりすることができる。 
・ 文字を用いることで数量やその関係・法則を一般的に表現し

たり，式からその意味を読み取ったりすることができることを

理解している。 
・ 文字を用いた式における乗法，除法の表し方を理解している。 

ノート 

行動観察

発表 

三 

式の値（２）   ◎  ・ 式の値の意味を理解し，文字に値を代入して，式の値を求め

ることができる。 
ノート 

行動観察

発表 

四 

１次式（２）    ◎ ・ 項，係数，１次式などの意味や同類項のまとめ方を理解して

いる。 
 

ノート 

行動観察

発表 

五 

１次式の計算（５）  ◎  
 
◎ 

 ・ 文字を用いた式の計算も数の計算と同じようにみて計算の方

法を考えることができる。 
・ １次式と数の乗法・除法，１次式どうしの加法・減法の計算

ができる。 

ノート 

行動観察

発表 

六 

３章のまとめと問

題（２） 
 
 
 
 

  
 
◎ 

○  ・与えられた式から考え方を図と関連付けて読み取ることができ

る。 
・具体的な事象を文字を用いて表現し，一般的に考えることがで

きる。 

ノート 

ワークシ

ート 

行動観察

発表 

 

 

 

単元の目標 

指導と評価の計画 

規則性に関する

問題 

規則性に関する

問題 



（２）第一次の計画 
一次 学習内容 主たる発問 指導の工夫 

１ 

数の代わりとしての文字

の意味を理解する。 

【本時】 

正方形を横につないだ形

をつくります。正方形が

a 個のときのストローの

本数の求め方を説明しな

さい。 

○ 問題を図に表し，図に規則的に変化する部分とそう

でない部分とを印を付けさせる。 

○ 正方形の個数を１個，２個，３個，…と順に増やし

て考えさせる。 

○ 個人で思考させ，自分の考えをペアや全体で発表さ

せ，考え方を共有させる。 

２ 

いろいろな数量を文字式

で表す。 

a kgの荷物５個の重さを

文字式で表しなさい。 

○ 図を活用して立式の仕方を考えさせる。 

○ 具体的な数値に置き換えて考えさせる。 

 

 

 

 

（１）本時の目標 

・ 事象の中にある数量の法則を見つけ，文字を用いて表現し一般的に考えることができる。 

 

（２）本時の評価基準 

・事象の中にある数量の法則を見つけ，文字を用いて表現し一般的に考えることができる。【数学的

な見方や考え方】 

 

（３）本時の学習展開 

学習活動 指導上の留意事項 評価規準 評価方法 

 

 

○ 既習事項の復習をする。 

・ ストローを使って正方形を

横につないだ形のストローの

本数を数える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 式の意味を読み取り，考え方

を発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 正方形の個数を１個，２個，

３個と順に増やして考えさせ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ １，３，４のそれぞれの数字

の表す意味を考えさせる。（４は

正方形の個数，１，３は正方形

の個数に依存しない一定の数）

・ 式の意味を言葉で記述させる。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の学習 

１ 既習事項について確認する。（10 分） 

２ 文字式の表し方を理解する。（20 分） 

本時の目標 ストローの本数の法則を考えよう。 

本田くんは，正方形が４個のときのストローの本数を 
求めるために， 431 ×+ という式をつくりました。 
本田くんの考え方を説明しなさい。 

予想される生徒の反応 
○ 最初に左側の１本を数え，その右側にコの字型の 

３本の組が４組あるから， 

ストローの本数は 431 ×+ の式で求められる。



 

 

 

 

 

 

 

 

○ 個人で求め方を考え，発表す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 求め方を個人で考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 全体に発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ ４の部分を置き換えれば，正

方形の個数が何個であってもス

トローの本数が求められる 

ことを理解させる。 

・ 正方形の個数が 10 個，100 個

などの場合のストローの本数を

□×+ 31 を利用し，求めさせ

る。 
・ 数学では□の代わりにアルフ

ァベットの文字を使うことを理

解させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 図に印をつけたり言葉でまと

めたりさせ，自分の考え方をワ

ークシートに整理させる。 

・ 思考が進んでいない生徒へは，

図に印をつけて考えたり，１個，

２個，３個，…と順に長方形の

個数を増やして考えたりするよ

うに指導する。 

・ 早く終わった生徒へは，説明

の方法を考えさせる。 

・ 数学的な表現を用いて表すよ

うに指導する。 

・ 各自の考え方をペアで確認さ

せる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見方や考え方 

事象の中にあ

る数量の法則

を見つけ，文

字を用いて表

現し一般的に

考えることが

できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークシー

ト，発表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 類題を考える。（15 分） 

○ 個人の考え方を，図を示

しながらペアで説明し合

い，発表する。 

ことばの力活用 POINT 

情報を整理し，自分の考え方

を分かりやすく説明する。 

同じ長さのストローを使って，（１）・（２）のような形をつくります。それぞれの図形がa
個のときのストローの本数をaを用いた式で表しなさい。 

（１）横長の長方形がa個のとき     （２）縦長の長方形がa個のとき 

 

 

 

 

予想される生徒の反応 
○ ストローの本数は 531 ×+ ， 631 ×+ ，…， □×+ 31 で求められる。 
○ ４の部分を換えれば，正方形の個数が何個でもストローの本数が求められる。 

自分の考えを整理

させ，分かりやす

く表現させる。 

表 

正方形を５個，６個，…，□個と増やしたときのストローの本数を求める式をつくりなさ

い。 

規則的に変化する

部分とそうでない

部分に着目させ，

帰納的な考え方を

しっかり教える。 

教 

時間を確保し，式

の求め方やその理

由をじっくり個人

で考えさせる。 

考 



 

（４）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ いろいろな考えを交流して，

分かったことや気づいたことな

どをまとめる。 

 

 

 

 

 

 

・ 本時の学習で分かったことや

疑問に思ったこと，感想などを

書かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 今日の学習を振り返る。（５分） 

学習の記録シートに今日の学習で分かったこと，気づいたこと，疑問に思ったことなどを

まとめよう。 

6/22(火) ３章 文字式 
① 文字式  １ 文字を使った式 
目標 ： ストローの本数の法則を考え

よう。 
 
(問) 同じ長さのストローを使って，正

方形を横につないだ形をつくりま

す。 
 

(問) 正方形が４個のときのストロー

の本数を求めるために， 431 ×+ と

いう式をつくりました。考え方を説

明しなさい。 
(考え方) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
文字式…文字を使って表された式 
 
 
 
 
 
 
 

ポイント 
規則的に変化する部分とそうでな

い部分に着目し，法則を見つける。

 
数学では□や○の代わりに 
アルファベットの文字を使う。 
( a ， b ， x ， y などの文字) 

左側の１本 コの字型 正方形の個数 
 １ ＋ ３ × ４ 

 １ ＋ ３ × ５ 
 
 
 １ ＋ ３ × ６ 

 ４本 
 
 ７本 
 
  10本 


